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【写真】生後７カ月で絵本デビュー【写真】生後７カ月で絵本デビュー！！

７カ月児検診に併７カ月児検診に併せせ「「ブックスタート」を実施（４月１２日・保健センターブックスタート」を実施（４月１２日・保健センター））

※「ブックスタート」：一人ひとりの赤ちゃんに、絵本を開く楽しみを※「ブックスタート」：一人ひとりの赤ちゃんに、絵本を開く楽しみを体体

験させ、それと併せて絵本を手渡す活験させ、それと併せて絵本を手渡す活動動

５５No.59No.59６６

MAY ２０１MAY 　２０１１１

特集特集　被災地への復興支援と災害への心被災地への復興支援と災害への心得得

富良野からエールを。そして、被災地に学富良野からエールを。そして、被災地に学ぶぶ　 ２‐５p２‐５p

『東山地域観光振興計画策定会議』の取り組『東山地域観光振興計画策定会議』の取り組みみ　 １０‐１１ｐ１０‐１１ｐ

こ う ほ う ふ ら の
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消
防
職
員
が
被
災
地
で
救
助
支

消
防
職
員
が
被
災
地
で
救
助
支
援援

消
防
ポ
ン
プ
車
を
寄

消
防
ポ
ン
プ
車
を
寄
贈贈

　
震
災
の
あ
っ
た
３
月

日

震
災
の
あ
っ
た
３
月
　
日
かか

１１１１

ら
５
日
後
の

日
、
富
良
野
広

ら
５
日
後
の
　
日
、
富
良
野
広
域域

１６１６

連
合
消
防
本
部
よ
り
、
５
人
の

連
合
消
防
本
部
よ
り
、
５
人
の
消消

防
職
員
が
宮
城
県
石
巻
市
に

防
職
員
が
宮
城
県
石
巻
市
に
救救

助
支
援
に
向
か
い
ま
し
た
。
全

助
支
援
に
向
か
い
ま
し
た
。
全
貌貌

が
つ
か
め
ず
、余
震
も
続
く
な
ど

が
つ
か
め
ず
、余
震
も
続
く
な
ど
、、

予
断
を
許
さ
な
い
中
で
救
助

予
断
を
許
さ
な
い
中
で
救
助
活活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
能
村

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
能
村
達達

也
隊
長
は
報
告
の
中
で

也
隊
長
は
報
告
の
中
で
、、

「
被
災
地
は
悲
惨
な

「
被
災
地
は
悲
惨
な
状状

態
で
し
た
。
５
人
と

態
で
し
た
。
５
人
と
もも

も
う
少
し
残
っ
て
や

も
う
少
し
残
っ
て
や
りり

た
い
と
い
う
思
い

た
い
と
い
う
思
い
でで

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
詳詳

細
が
つ
か
め
な
か
っ

細
が
つ
か
め
な
か
っ
たた

と
い
う
こ
と
も
あ
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
まま

す
が
、
初
動
が
早
け

す
が
、
初
動
が
早
け
れれ

ば
、
も
っ
と
救
え
た

ば
、
も
っ
と
救
え
た
のの

で
は
な
い
か
と
考
え

で
は
な
い
か
と
考
え
てて

し
ま
い
ま
す
」
と
話

し
ま
い
ま
す
」
と
話
しし

て
い
ま
し
た

て
い
ま
し
た
。。

４
月
８
日
に
は
、

　
４
月
８
日
に
は
、
岩岩

手
県
陸
前
高
田
市
に

手
県
陸
前
高
田
市
に
消消

防
ポ
ン
プ
車
を
寄
贈

防
ポ
ン
プ
車
を
寄
贈
しし

ま
し
た
。
消
防
ポ
ン

ま
し
た
。
消
防
ポ
ン
ププ

車
に
職
員
２
人
と
消

車
に
職
員
２
人
と
消
防防

団
員
１
人
が
乗
車
し

団
員
１
人
が
乗
車
し
、、

水
な
ど
の
支
援
物
資

水
な
ど
の
支
援
物
資
をを

積
み
込
み
、
４
月
７

積
み
込
み
、
４
月
７
日日

-富良野からエールを-　被 災 地 へ の 復 興 支 援

　東日本大震災…。日本各地で被災地の

復興支援の輪が広がっています。富良野

においても、その輪は広がり、さまざま

な取り組みが行われています。市として

もこれまで、できる限りの支援をしてき

ました。長期化する復興への道のりに対

し、引き続き支援を行っていきます。

野野
か
ら
エ
ー
ル

か
ら
エ
ー
ル
をを

富
良



33 FuranFuranoo
2011.2011.５５

総
合
相
談
窓
口
を
設
置

職
員
住
宅
な
ど
で
受
け
入
れ

◆市からの義援金

・岩手県市長会、宮城県市長会、福島県市長会に各200万円、

計６００万円。各市長会を通じて被災地支援に使用

◆人的支援

・緊急消防援助隊として、富良野広域連合消防本部から５人

の職員を石巻市に派遣。併せて高規格救急自動車出動

・被災地の行政機能の回復に向けた職員派遣の準備。被災市

町村からの派遣要請に基づき対応できるよう準備

◆物資支援

・防災用毛布３００枚・ユニバーサルトイレ１台・災害用ストー

ブ２台・災害用給水袋1,000枚・消防ポンプ車１台

※学校用に小学校児童用机・椅子約１００組を提供予定

◆被災者の受け入れ

・総合相談窓口を設置（総務課）

・職員住宅などを貸与。被災者・一時避難者を対象に、1カ

月間から1年間、職員住宅、公営住宅、お試し暮らし住宅で

受け入れ

◆義援金・募金の受付

・日本赤十字社の義援金窓口を市５施設で引き続き開設。（福

祉課、市民年金係、山部・東山支所、ふれあいセンター）

義援金総額　18,198,042 円（４月１９日現在）

復興支援の取り組み一覧

特集 富良野からエールを。そして、被災地に学ぶ

宅
や
、
公
営
住
宅
を
準
備
し
て

宅
や
、
公
営
住
宅
を
準
備
し
て
いい

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
受
け
入
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
受
け
入
れ
状状

況
は
、
福
島
県
か
ら
の
１
件
（

況
は
、
福
島
県
か
ら
の
１
件
（
２２

人
）
で
す

人
）
で
す
。。

鰹鰹問問 
総
務
総
務
課課
　
拶拶
３
９
‐
２
３
０

３
９
‐
２
３
０
００

消
防
職
員
を
派
遣
し
、
支
援
し

消
防
職
員
を
派
遣
し
、
支
援
し
てて

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
被
災
地

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
被
災
地
のの

行
政
機
能
回
復
に
向
け
、
全
国

行
政
機
能
回
復
に
向
け
、
全
国
市市

長
会
を
通
じ
た
専

長
会
を
通
じ
た
専
門門
職
員
の
派

職
員
の
派

遣
準
備
を
し
て
い
ま
す

遣
準
備
を
し
て
い
ま
す
。。

　富良野地方卸売市場株式会社（代表取締役中西章氏）の職員

５人が４月５日から９日まで、岩手県陸前高田市において、炊

き出しを行いました。海産物や肉、果物など1,500食とお菓子

1,000食を持参し、市内３カ所の避難所でそれら食料を調理し、

避難者に配給しました。田中健一総務部長は、「東北と北海道は、

昔から深いつながりがあり、私たちができることをやろうと食

料を届けることにしました。避難者に対し、何と声をかけてい

いか分からず、ひたすら『食べてください。元気になってくだ

さい』と声をかけ、避難者からは、『震災後、若者がお腹いっ

ぱいだと言っているのを初めて聞いたよ。ありがとう』と喜ん

でいただきました。一方で、『今は、いろいろと支援してくれ

るけど、時が経つとみんな忘れる。忘れないでほしい』と言わ

れました。市場としては、へそ市場の売り上げの１％を被災し

た子どもたちの教育支援金として送るなど、今後もやれること

を継続的に行っていきます」と話しています。

市場、被災地で炊き出し

震災後、初めての
　 　「お腹いっぱい」

市
で
は

　
 市
で
は
、、
総
務
課
に
総
合
相

総
務
課
に
総
合
相
談談

窓
口
を
設
置
し
、
被
災
者
や
一

窓
口
を
設
置
し
、
被
災
者
や
一
時時

避
難
者
の
相
談
に
応
じ
て
い

避
難
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
まま

す
。
ま
た
、
被
災
者
や
一
時
避

す
。
ま
た
、
被
災
者
や
一
時
避
難難

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
職
員

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
職
員
住住

に
出
発
。
現
地
に
届
け
た
宇
治

に
出
発
。
現
地
に
届
け
た
宇
治
富富

良
野
消
防
署
長
は
、

良
野
消
防
署
長
は
、「「
ま
ち
が
見

ま
ち
が
見

渡
す
限
り
瓦
礫
の
山
…
。
言
葉

渡
す
限
り
瓦
礫
の
山
…
。
言
葉
がが

出
ま
せ
ん
で
し
た

出
ま
せ
ん
で
し
た
。。
陸
前
高
田
市

陸
前
高
田
市

の
消
防
署
長
か
ら
『
ポ
ン
プ
車

の
消
防
署
長
か
ら
『
ポ
ン
プ
車
もも

流
さ
れ
、
消
防
活
動
も
で
き

流
さ
れ
、
消
防
活
動
も
で
き
なな

か
っ
た
。
非
常
に
あ
り
が
た
い

か
っ
た
。
非
常
に
あ
り
が
た
い
』』

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
まま

しし
たた
」」
と
被
災
地
の
現
状
を
話

と
被
災
地
の
現
状
を
話
しし

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
陣陣

と
し
て
消
防
職
員
５
人
が
４

と
し
て
消
防
職
員
５
人
が
４
月月

日
か
ら

日
ま
で
復
興
支

　
日
か
ら
　
日
ま
で
復
興
支
援援

１３１３

１９１９

に
向
か
い
ま
し
た

に
向
か
い
ま
し
た
。。

今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
きき
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そして、被災地に学ぶ

 宇治   
う じ

 茂   署長
しげる

富良野消防署長
昭和５０年富良野地区消防組合消
防士拝命。今年４月から富良野消
防署長

町
内
会
な
ど
で
自
主
防
災
の
意
識
を

要
援
護
者
避
難
に
は
消
防
団
の
力
を
活
用
も

　
今
回
、
現
地
を
見
て
き
て
、
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、改

め
て
防
災
に
対
す
る
意
識
を
市
民
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
町
内
会
・
連
合
会
な

ど
が
自
主
防
災
組
織
と
し
て
、防
災
意

識
を
高
め
、万
一
の
災
害
時
に
的
確
に

行
動
で
き
る
よ
う
連
絡
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

要
援
護
者
の
避
難
に
つ
い
て
は
、町
内

会
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
を
良
く
知

る
消
防
団
の
力
を
活
用
で
き
な
い
か

現
在
、
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

住
民
と
し
て
火
の
元
の
確
認
な
ど
、当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
桂
木
町
で
は
、
平
成
　
年
２０

か
ら
自
主
防
災
組
織
を
つ
く

り
、
各
世
帯
の
調
査
票
を
つ

く
る
な
ど
災
害
の
と
き
の
協

力
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
回
、
出
前
講

座
で
市
の
防
災
担
当
や
消
防

署
の
方
に
防
災
に
関
す
る
講

演
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
震
災
で
多
く
の

方
が
防
災
に
関
心
を
持
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
今
だ
け
で

な
く
、
継
続
的
に
取
り
組
み

を
行
い
、『
意
識
づ
け
』
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

-そして、被災地に学ぶ-　災 害 へ の 心 得

　
復
興
支
援
を
行
う
一
方
で
、
私
た
ち
や
富
良
野
に
お
け
る
防
災
体

制
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
に
い
て
も
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
我
が
身
、
家
族
、
友
人
を
守
る
た
め
に
私
た

ち
は
何
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
防
災
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
市
で
は
河
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
浸
水
状
況
を
示
し

た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
（
災
害
予
想
図
）
を
平

成
　
年
度
に
作
成
、
各
家

21
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
自
ら
が
生
活
す
る

居
住
地
域
を
ま
る
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
見

た
て
た
『
富
良
野
市
ま
る

ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
事
業
』に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
空
間
に

洪
水
想
定
標
識
（
左
記
写

真
）
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
併
せ
て
確
認
く
だ
さ

い
。

鰹問 
総
務
総
務
課課
　
拶拶
３
９
‐
２
３
０

３
９
‐
２
３
０
００ご存知ですか？ハザードマップ

▼

ま
ち
な
か
各
所
に
標
示
さ
れ
て
い
る
浸

水
深
・
避
難
所
誘
導
標
識

洪水
 二階堂   
にかいどう

 孝雄 さん
たかお

桂木町連合会長

岩手県陸前高田市（４月９日撮影：富良野消防署提供）

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ
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周
辺
地
区
か

ら
住
民
を
収
容

し
、
住
民
の
安

全
を
確
保
す
る

た
め
、
広
域
避

難
場
所
及
び
避

難
所
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
洪

水
時
の
避
難
所

は
別
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
富
良
野
で
断
層
に
よ
る
地

震
や
直
下
型
地
震
に
よ
っ
て

震
度
６
弱
の
地
震
が
生
じ
た

場
合
、
建
築
物
の
全
壊
は
約

５
８
０
棟
、
半
壊
は
約
２
６

３
０
棟
、
死
者
数
は
約
６
人
、

負
傷
者
は
約
３
８
０
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
　
年
５６

５
月
以
前
）
が
適
用
さ
れ
て

い
た
時
期
に
建
築
さ
れ
た
建

物
は
耐
震
性
が
低
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
家

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
、

耐
震
性
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
市
で

は
、
旧
耐
震
基
準
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
改
修

費
用
の
一
部
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
都
市
建
築

都
市
建
築
課課
拶拶
３
９
‐
２
３
１

３
９
‐
２
３
１
６６

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
緊
急
地

震
速
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
状

況
に
応
じ
た
速
や
か
な
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。
市
か
ら
出
さ
れ
る
、

避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
情
報
は
、

広
報
車
や
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
な
ど
を

通
し
て
周
知
さ
れ
ま
す
。

あなたの家の耐震性は？

広域避難場所

　ふらの農協駐車場

　みどり公園

　錦町公園

　朝日ヶ丘総合公園駐車場

　チーズ工房前庭

避難所

　山部北星地区コミセン　島の下会館

　山部小学校　ぶどう果汁工場

　山部中学校　富良野緑峰高校

　山部南陽地区コミセン　スポーツセンター

　生涯学習センター　富良野西中学校

　東山支所　富良野小学校

　樹海中学校　富良野文化会館

　西達布おもと会館　富良野看護専門学校

　西達布集落センター　富良野高等学校

　西達布開拓婦人ホーム　富良野東中学校

　三の山会館　富良野東小学校

　樹海小学校　ふれあいセンター

　平沢集落センター　北の峰コミセン

　麓郷集落センター　鳥沼小学校

　麓郷小学校　富良野自動車学校

　布礼別小中学校　扇山公民会館

　富丘総合会館　布部会館

　八幡丘会館　布部小中学校

　御園会館

広域避難場所は、避難所へ避難する
前の一時的に集合し、様子を見る場
所です。

避難所は、避難勧告や避難指示がな
された場合に、被災者が一時的に生
活する施設です。

避難所の場所は？

避難情報は誰が教えてくれるの？

災害用伝言ダイヤルを活用しましょう

災害の発生時に、
被災地への通信
がつながりにく
い状況になった
場合に提供が開
始される声の伝
言板です。

伝言録音　伝言再生
▼ ▼

市外局番からの電話番号

171
災害用
伝言

ダイヤル

▼ ▼

１　　　　　　２
▼ ▼

特集 富良野からエールを。そして、被災地に学ぶ

地地震震

ラジオふらの

７７.１MHz
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東
山
地
域
観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い

東
山
地
域
観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
てて

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果

　
２
月
　
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、「
第

１５

２
次
 富
良
野
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）」

「
富
良
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
案
）」
に
対
し
て
意
見
募
集
を
し
、

３
人
９
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
今
ま
で
の
環
境
基
本
計
画
、

地
球
温
暖
化
防
止
計
画
書
を
構
成
す
る

各
事
業
の
「
事
業
効
果
」
の
検
証
結
果

が
見
え
な
い
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
環
境
基
本
計
画
、
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
原
案
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
庁
内
策
定
委
員
会
、
環
境

審
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
委
員
会
な
ど
で
は
、
現
行
の

環
境
基
本
計
画
な
ど
の
取
組
状
況
や
定

量
的
目
標
の
達
成
状
況
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
現
行
計
画
の
評
価
を
行
い
、

今
後
の
課
題
を
抽
出
し
た
上
で
、
新
し

い
計
画
内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
態
と
し
て
は
、
年
次
的
な
事
業
効

果
の
掌
握
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
っ
た
た
め
、
新
し
い
環
境
基
本
計

画
で
は
、
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
の

設
置
や
、
進
捗
状
況
の
公
表
な
ど
に
よ

り
、
計
画
の
進
行
管
理
の
改
善
を
図
り

ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
新
し
い
環
境
基
本
計
画
、
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
構
成
す
る

各
事
業
の
「
期
待
さ
れ
る
効
果
」
が
見

え
な
い
の
で
意
見
を
出
し
づ
ら
い
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
本
計
画
は
、
市
の
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計
画
と

し
て
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
方
向
性
と

し
て
、
５
つ
の
基
本
目
標
と
　
の
施
策

１３

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た

め
に
、
個
別
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
　
よ
っ
て
、
個
々
の
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
る
期
待
す
べ
き
効
果
と
は
、

基
本
目
標
で
あ
り
、
施
策
目
標
で
あ
る

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
か
つ
身
近
な
情

報
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
し
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
の

設
置
は
是
非
実
行
し
て
ほ
し
い
し
、
分

科
会
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
や
達
成
状

況
に
つ
い
て
、
広
報
な
ど
を
活
用
し
た

環
境
に
関
す
る
年
次
報
告
を
行
う
考
え

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
点
検
結
果
や
進
捗
状
況
に

応
じ
て
、
分
科
会
の
設
置
な
ど
も
検
討

し
て
い
く
考
え
で
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
農
作
物
残
渣
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
利
用
し
た
後
の
廃
液
の
活
用
を
考
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

は
、
差
し
当
た
り
小
水
力
利
用
を
先
行

し
て
実
行
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
可

能
な
地
域
に
組
織
を
作
り
、
市
が
指
導

し
て
推
進
に
当
た
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
知
恵
を
発
掘
し
、
行
政
が

主
導
し
て
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に
富

２１

良
野
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
て
お
り
、
富
良
野
地
域
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
を
は
じ
め
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
後
の
廃
液
に
つ
い

て
も
、
需
要
や
効
率
性
な
ど
を
総
合
的

に
検
証
し
な
が
ら
、
有
効
活
用
の
手
法

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
も
、

将
来
有
望
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
利
用
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
公
共
施
設
に
対
す
る
太
陽
光

の
利
用
は
賛
成
で
す
が
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
灯
油
よ
り
高
く
、
一
般
家
庭
で
は

無
理
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
し
、
ペ
レ
ッ

ト
加
工
時
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
推
奨
品
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
本
計
画
で
掲
げ
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
総
合
的

に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
い
続
け
れ
ば
必

ず
枯
渇
す
る
化
石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
転
換
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
普
及
に
は
、
化
石
燃
料
の
価
格
変
動

に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
ペ

　　　　（観光振興のイメージ）

第３章：１４の具体的戦略

第４章：振興計画の推進体制

第５章：振興計画策定の経過

第６章：観光振興の実践

地域協議の経過

●東山地域観光振興計画策定会議

　５回（観光振興計画内容の協議）

●観光振興計画の地域説明会

　２回（東山地域連絡協議会）

協議の結果

　市・関係団体・観光事業者や民間事業者、地域住

民それぞれの役割分担を確認。今後、実践していく。

問合せ
　商工観光課　拶３９‐２312

　※詳細は市ホームページ及び行政情報コーナーで

計画策定の理由

　富良野市観光振興計画が平成２０年５月に策定され、

そのなかで、地域・エリア別の観光振興計画の策定

を明記しています。

　東山地域の山岳景観

や農業景観を活用する

ことで、農業と観光の

結びつきによる地域活

性化が期待できること

から、地域としての観

光振興計画を策定しま

した。

計画の概要

●計画期間　平成２３年～３２年の１０カ年

●計画の内容

第１章：東山地域を取り巻く状況分析

第２章：東山地域の観光振興に向けて

《地域協議の開催結果》
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みなさんのご意見をお寄せください
《パブリックコメント手続》意見募集期間４月２７日(水)～５月１７日(火)

原案を作成した理由

　屋内運動場は、昭和５３年度に建築してから３０年以

上が経過しており、昨年実施した耐力度調査の結果、

建物の安全性が確認でき

なかったことから改築を

行うものです。改築にあ

たっては、学校教育環境

の向上を図るとともに、

学校開放活動や地域住民

の避難場所などへ有効な

活用ができるよう進めて

いきます。

改築の内容

●基本的な考え方

　安全・安心な学校づくりの一環として教育環境施

設の整備を図り、地域住民の避難所・学校開放事業

などへの有効な活用ができるよう配慮しながら進め

ていきます。

・子どもたちの主体的な活動を支援する施設

・安全でゆとりと潤いのある施設

・地域と連携した施設

●施設の規模

・屋内運動場　約1,258㎡

　【構造】木造平屋建　【主要室】アリーナ・ステー

　ジ・器具庫・トイレ(男・女・多目的)・男女更衣室・

　玄関・ホール・渡り廊下

富
良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
計
画
に
つ
い

富
良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
計
画
に
つ
い
てて

今後のスケジュール

◆５月　パブリックコメントの結果公表

◆６月　改築工事発注予定

原案（全文）の公表場所

◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）◆学

校教育課窓口（図書館３階）◆山部・東山支所窓口

◆文化会館ロビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方

虚市内に住んでいる方

許市内で働いている方、学んでいる方

距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法

虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自由)・

録音テープでお寄せください。

許担当課窓口に直接提出（郵送可）

距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入し

てください。氏名などは公表しませんが、記入がな

い場合には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ

教育委員会学校教育課

〒０７６‐００３２　富良野市若松町５番１０号

　志３９‐２３２０　思２３‐３５２８

　電子メール　kyoiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

レ
ッ
ト
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
や
、

原
料
確
保
か
ら
製
造
加
工
ま
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
、
燃
料
と
し
て
利
用
し
た
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
を
比
較
し
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
収
支
」
の
面
で
も
有
利
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
技
術
革
新
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
そ
の
普
及
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
観
光
環
境
税
な
ど
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
観
光
環
境
税
に
つ
い
て
は
、

今
後
富
良
野
市
が
観
光
地
と
し
て
続
い

て
い
く
た
め
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
で
す
。
国
内
外
の
景
気
な
ど
の
社
会

情
勢
や
、
宿
泊
等
観
光
関
連
事
業
者
と

の
関
係
も
考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
都
市
緑
化
と
植
樹
活
動
は
万

全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
自
然

美
が
売
り
物
の
富
良
野
だ
と
思
い
ま
す

が
、
市
街
地
は
ま
っ
た
く
淋
し
い
限
り

で
す
。
も
っ
と
広
葉
樹
を
植
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
都
市
緑
化
は
、
市
街
地
に
お

け
る
景
観
や
環
境
の
向
上
に
必
要
不
可

欠
な
取
り
組
み
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、

公
共
施
設
は
も
と
よ
り
、
民
家
や
工
場
・

事
業
場
に
お
い
て
も
緑
化
が
推
進
さ
れ

る
よ
う
、
市
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
が
、
街
路
樹
な
ど
の
維
持
拡
大
に

は
、
隣
接
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
地
域
と
の

対
話
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
か
た

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
意
見
】

【
意
見
】 
都
市
計
画
区
域
内
の
空
き
地

は
す
べ
て
が
雑
草
の
伸
び
放
題
。
道
住

（
官
舎
を
含
む
）、
公
住
な
ど
の
敷
地
内

は
も
と
よ
り
そ
の
周
辺
、
富
良
野
市
内

の
公
道
及
び
私
道
の
周
辺
敷
地
内
や
空

き
地
も
雑
草
の
伸
び
放
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
然
環
境
の
保
護
と
環
境
に
や
さ
し

い
市
と
し
て
内
外
に
誇
れ
る
富
良
野
市

と
な
る
た
め
に
は
、
都
市
計
画
区
域
内

の
空
き
地
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
周
辺
の

雑
草
地
な
ど
に
「
芝
生
の
植
栽
（
植
栽

し
た
芝
生
の
丈
は
○
○
セ
ン
チ
以
内
）

を
義
務
付
け
る
条
例
制
定
や
指
導
員
の

配
置
」
を
す
る
な
ど
、
環
境
の
美
化
に

つ
い
て
基
本
的
に
見
直
し
、
そ
の
対
策

を
「
第
二
次
環
境
基
本
計
画
」
に
取
り

上
げ
、
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】 
市
街
地
に
見
ら
れ
る
空
き
地

の
管
理
に
つ
い
は
、
隣
接
住
民
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
都
度
改
善
依
頼
を
し
て
い
ま
す
が
、

一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う
に
は
地

権
者
や
土
地
使
用
者
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
、
実
効
性
も
含
め
た
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
関
連
計
画
の
方
針
と
連
動
さ

せ
な
が
ら
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
公
営
住
宅
敷
地
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
適
切
な
管
理
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
道
な
ど
の
敷
地

内
に
つ
い
て
は
、
安
全
確
保
の
観
点
を

重
視
し
、
地
域
や
町
内
会
と
協
力
し
な

が
ら
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。

市民参加手続のページ
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その他
(参加数または意見件数)

パブリック
コメント
(意見件数)

審議会
(審議回数)市　の　仕　事　の　内　容分類

懇話会 (7回58人)
意見交換会(3回3人)3件8回第５次富良野市総合計画基本構想の策定

計
画
・
方
針
づ
く
り

3件第５次富良野市総合計画前期基本計画の策定

0件富良野市公営住宅等長寿命化計画の策定

0件災害時要援護者の避難支援プラン（全体計画）の策定

0件1回富良野市第6次社会教育中期計画の策定

検討会議（4回）0件5回富良野市都市計画マスタープランの改定

市民アンケート (７０７件)9件4回富良野市環境基本計画・地球温暖化対策実行計画の策定

縦覧 (3件)富良野市都市計画東4条街区地区　地区計画の決定

縦覧 (0件)東4条街区地区第一種市街地再開発事業及び地区計画の都市計画決定

地域協議東山地域観光振興計画の策定

0件富良野市立認可保育所（中央・麻町）の保育料改定
条
例
や
規
則
の

制
定
・
改
廃

2回国民健康保険税率の改正

検討会議（2回）0件3回富良野市地区計画区域内建築物の制限に関する条例の一部改正

0件世界平和・非核平和都市宣言

１５件２３回１４事業計

平成22年度に実施した市民参加手続一覧 

平成22年度

市民参加手続の実施状況につい市民参加手続の実施状況についてて
市民参加のまちづくりを進めるため、市民のみなさんに事前に市の仕事の情報をお知らせし意見を聴く、

市民参加手続を行なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹問 企画振興課  拶３９‐２３０４

■１４事業で市民参加手続を実施

　平成２２年度は、１４の市の仕事について市民参加

手続を行いました。

　【実施事業の内訳】

　●計画や方針づくり　１０事業

　●条例や規則の制定・改廃　４事業

　市民参加手続の方法は、審議会、パブリックコ

メント、意見交換会が主なものとなっていますが、

「東山地域観光振興計画」では、計画の初期段階か

ら地域と協議を進めながら、事業を進めました。

　【実施手続の内訳】

　●審議会　６事業２３回

　●パブリックコメント　１０事業１５件

　●意見交換会　１事業３回

　●縦覧　２事業２回

　●その他（地域協議・アンケート・懇話会・検討会議）５事業

■意見の提出状況

　審議会には、団体推薦委員のほか、公募委員を

募集するなど幅広い市民に参加してもらい、審議

をいただいています。

　パブリックコメントでは、「第５次富良野市総合

計画基本構想の策定」「第５次富良野市総合計画前

期基本計画の策定」「富良野市環境基本計画・地球

温暖化対策実行計画」に対し貴重な意見をいただ

きました。

　意見交換会は、参加者からの意見が出されてお

り、仕事の内容を分かりやすく説明する場として

も、重要な方法です。

　今後とも市の仕事を公表し、市民の意見を適切

に反映するため、市民参加手続の方法と、市から

の情報をわかりやすく提供するなど、創意工夫に

努めます。
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担当部署
市民参加手続の方法

仕事の概要市の仕事の内容
対象
区分 その他

の手続
パブリック
コメント

審議会

総務課１０月8月
行政全般にわたる改革・改善の具体的内
容と方法を示す平成２３～２７年度までの
５カ年計画を策定。

富良野市行政改革推進計画の策定

計
画
・
方
針
づ
く
り

市民環境課１０月8月
交通安全対策基本法に基づく計画で、平
成２３～２７年度までの５カ年計画を策定。

第９次富良野市交通安全計画の策
定

介護保険課
意向調査
5月～7月

1月4～１２月
老人福祉法並びに介護保険法に基づく
計画（平成２１～２３年度）での検証を行い、
第５期計画（平成２４～２６年度）を策定。

富良野市高齢者福祉計画・富良野
市介護保険事業計画（第５期計画）

福祉課1月～
障害者基本法などに基づく計画で、平成
２５～３１年度までの７カ年計画を策定。

富良野市障がい者計画の策定

都市施設課１１月

市が管理する都市公園施設について、安
全性の確保及びライフサイクルコスト
縮減の観点から、計画的な改築を実施す
るために計画を策定。

富良野市公園施設長寿命化計画の
策定

都市建築課
意向調査
8月～

6月～

平成２３年２月に策定した都市計画マス
タープランに基づき、未着手路線をはじ
めとする都市計画道路の見直しを平成
２３～２４年度の予定で進める。

富良野市都市計画の改定
【都市計画道路の見直し】

保健医療課5月国民健康保険法施行令改正に伴う改正。
富良野市国民健康保険税条例の改
正

条
例
や
規
則

の
改
廃

こども未来課
意見交換会
4月２１日

6月
昭和52年建築の緑町児童館の老朽化・狭
隘解消のため、扇山小学校区の児童館、
学童保育の充実に向けた施設を整備。

緑町児童センター整備計画
施
設
の
建
設 学校教育課4～5月

昭和５３年建築で、耐力度調査で危険と判
定された屋内運動場を改築。

富良野市立富良野小学校屋内運動
場改築計画

企画振興課3～１１月
富良野市情報共有と市民参加のルール
条例に基づく３年に１度の制度見直し。

情報共有と市民参加制度の見直し
そ
の他

平成23年度　市民参加手続実施予定事業
　情報共有と市民参加のルール条例にもとづき、今年度の市の仕事に対する市民参加手続の予定をお知ら
せします。実施時期になりましたら、広報・ホームページなどでお知らせしますので、ご意見をお寄せく
ださい。住んでいてよかったと思えるまちにするために、市民のみなさんの声を市の仕事に反映します。

「
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
局
の
地
デ

ジ
放
送
は
？
」

　
現
在
、
Ｔ
Ｖ
ｈ
（
テ
レ
ビ
北
海
道
）

放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
局
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
富
良
野
地
域
で
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
で
き
る
環
境
整
備
を
す
る
予

定
は
な
く
、
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

終
了
後
は
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
よ
う
で
す
。

　
市
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
で
す
。
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
局
に

よ
る
と
、
市
か
ら
の
要
望
が
な
け
れ

ば
動
け
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

【
市
の
考
え
方
】

　
現
在
、
富
良
野
市
は
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送

を
視
聴
で
き
る
地
域
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
市
内
一
部
地
域
で
、
Ｔ
Ｖ

ｈ
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
聞

き
ま
す
が
、
地
形
的
な
条
件
に
よ
り

遠
方
の
旭
川
送
信
所
（
旭
山
）
か
ら

の
電
波
を
受
信
で
き
て
い
る
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
富
良
野
市
内
の
テ
レ
ビ
放
送
の
電

波
は
、
旭
川
送
信
所
か
ら
上
富
良
野

市
民

声声
の中

継
局
（
上
富
良
野
町
に
あ
り
ま
す
）

と
富
良
野
中
継
局
（
中
富
良
野
町
に

あ
り
ま
す
）
を
介
し
て
受
信
し
て
い

ま
す
。（
麓
郷
と
東
山
に
は
、
さ
ら
に

中
継
局
が
あ
り
ま
す
）

　
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
を
富
良
野
地
域
で
受

信
す
る
た
め
に
は
、
旭
川
送
信
所
か

ら
富
良
野
地
域
ま
で
の
中
継
局
の
整

備
が
必
要
で
す
。
既
存
の
上
富
良
野

中
継
局
と
富
良
野
中
継
局
の
施
設
を

利
用
す
る
に
は
、
施
設
を
管
理
す
る

民
間
放
送
事
業
者
と
の
調
整
、
技
術

的
に
も
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
用
の
設
備
の
増

設
が
可
能
で
あ
る
か
の
調
査
が
必
要

で
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
局
の
視
聴
エ

リ
ア
拡
大
に
対
す
る
経
営
判
断
（
方

針
）
を
要
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
市
や
町
が
負
担
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
上
富
良
野

町
や
中
富
良
野
町
と
の
調
整
、
協
力

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
放
送

エ
リ
ア
の
拡
充
予
定
は
な
く
、
ア
ナ

ロ
グ
放
送
終
了
後
は
Ｔ
Ｖ
ｈ
放
送
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市民参加手続のページ
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東
山
地
域
が
誇
る
山
岳
・
農
業
景

観
や
森
林
な
ど
の
自
然
環
境
、
多
品

目
の
農
作
物
を
観
光
に
結
び
つ
け
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
市
と
東

山
地
域
が
協
力
し
て
東
山
地
域
観
光

振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
を
中
心
的
に
担
っ
た
東

山
地
域
観
光
振
興
計
画
策
定
会
議

（
林
健
一
委
員
長
）。
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う

と
農
家
青
年
や
農
家
女
性
、
移
住
者

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
加
え
、「
め
ざ
す

地
域
の
姿
」
に
つ
い
て
議
論
し
て
き

ま
し
た
。
計
画
の
具
体
的
戦
略
の
中

に
は
、「
景
観
作
物
の
作
付
」
や
「
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
」、

「
旬
の
農
作
物
を
活
用
し
た
季
節
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
」
な
ど
地
域
色

を
出
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
西
達
布
の
農
家
で
あ
り
、
若
く
し

て
農
協
女
性
部
東
山
支
所
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」
の
会
長
を
務
め
る

策
定
委
員
の
中
村
知
佳
さ
ん
は
、

「
ず
っ
と
東
山
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

『
東
山
の
良
さ
』
っ
て
何
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
う
中
で
、
農
家
女
性
で

取
り
組
ん
で
き
た
旬
の
食
材
を
使
っ

▲ 計画策定会議の様子　葛計画冊子と策定委員の中村知佳さん

higashiyama kankou

東山地域観光振興計画策定会議

「
動
か
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」。若
者

「
動
か
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」。若
者
、、

移
住
者
も
加
え
、観
光
計
画
策

移
住
者
も
加
え
、観
光
計
画
策
定定

　
３
月
　
日
～
　
日

１９

２１

の
３
日
間
、
日
本
赤

十
字
社
（
日
赤
）
富

良
野
市
地
区
が
市
内

ス
ー
パ
ー
３
店
舗
で

東
日
本
大
震
災
に
伴

う
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
日
赤
の
活
動
を
赤

十
字
奉
仕
団
と
し
て
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
の
は
、
富
良
野
中
央
婦
人
会

（
高
崎
節
子
会
長
）。
昭
和
　
年
に
富

２３

良
野
町
婦
人
会
と
し
て
発
足
以
来
、

　
年
以
上
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
奉

６０仕
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
募
金
活
動
に
参
加
し
た
会

員
は
延
べ
　
人
。
買
い
物
客
な
ど
に

３１

積
極
的
に
声
か
け
を
し
、
多
く
の
義

援
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

募
金
に
立
っ
た
方
は
「
毎
年
赤
い
羽

根
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
特
に
み
な
さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち

が
伝
わ
り
ま
し
た
」
と
満
足
げ
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
春
、
解
散
が
決
定
し
た
富
良

▲市内スーパーでの募金活動。多くの買い物客が快く協力した
▼全国高校選抜スキー大会の選手たちにいも団子をふるまった

奉仕活動などを6４年。経奉仕活動などを6４年。経験験
から培った知識を若い人から培った知識を若い人たた
ちに伝えていきたちに伝えていきたいい

chuoh - hujinkai

　 富 良 野 中 央 婦 人 会
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た
料
理
講
習
や
レ
シ
ピ
づ
く

り
も
活
か
せ
そ
う
だ
と
、
自

分
に
と
っ
て
当
た
り
前
な
こ

と
が
観
光
資
源
に
な
る
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

地
元
の
方
々
に
こ
の
計
画
を

浸
透
さ
せ
、
地
域
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
林
健
一
会
長

は
、「
何
も
動
か
な
け
れ
ば
始

ま
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
農
産

物
の
直
売
所
を
中
心
に
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
動
け
ば
ま
た
新
た
な

課
題
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
年

実
践
し
て
、
計
画
を
見
直
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
資
源
豊
富
な
東
山
。
若
者

や
移
住
者
が
刺
激
と
な
り
、

観
光
を
切
り
口
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

が
、
若
い
会
員
が
入
ら
な
い
の
が
悩

み
の
種
。
そ
れ
で
も
「
人
の
輪
を
大

切
に
、
若
い
人
た
ち
の
集
ま
り
に
働

き
か
け
て
、
お
互
い
に
学
び
あ
え
る

関
係
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

高
崎
会
長
。
今
ま
で
以
上
に
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
歴
史
あ
る
中
央
婦

人
会
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
中
核

団
体
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
け

ん
引
役
を
務
め
、
同
協
議
会
解
散
後

の
事
業
運
営
を
引
き
継
ぐ
中
央
婦
人

会
。
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
や
奉
仕
活

動
を
中
心
に
、
講
習
会
（
健
康
や
料

理
）
や
研
修
旅
行
な
ど
の
楽
し
い
行

事
で
会
員
の
親
睦
に
努
め
て
い
ま
す人

　「
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
天
ぷ

ら
ソ
バ
が
好
き
で
す
」
と
和
食

が
好
き
な
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー

タ
州
出
身
の
テ
ィ
ム
・
ボ
レ
ソ

ン
さ
ん
　
歳
。
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、

３３

北
の
峰
の
長
期
滞
在
者
向
け
宿

泊
施
設
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ウ

ダ
ー
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
で
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
テ
ィ
ム
さ
ん
が
初
め
て
北
海

道
を
訪
れ
た
の
は
、
学
生
時
代

の
交
換
留
学
の
と
き
。「
想
像
し

て
い
た
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
い
、
カ
ナ
ダ
の
環
境
に
似
て

い
て
、
住
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
料
理
も
自
分
に
合
っ
て

い
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

家
族
や
ま
ち
の
人
た
ち
に
も
優

し
く
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。
そ
れ
を
機
に
さ

ら
に
「
日
本
語
を
実
用
的
に
話

し
た
い
」「
日
本
文
化
を
学
び
た

い
」
と
い
う
思
い
を
強
め
、
地

元
の
大
学
を
卒
業
し
た
３
カ
月

後
に
再
び
北
海
道
へ
。
外
国
語

指
導
助
手
と
し
て
富
良
野
市
教

育
委
員
会
に
赴
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
過

ご
し
た
富
良
野
の
３
年
間
に
つ
い

て
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、「
英
語
の
授
業

だ
け
で
な
く
、
農
業
体
験
や
環
境

学
習
、
ス
キ
ー
、
へ
そ
踊
り
、
演

劇
。
日
本
ら
し
い
と
い
う
よ
り
富

良
野
ら
し
い
部
分
を
い
ろ
い
ろ
と

学
ば
せ
て
も
ら
い
、
充
実
し
た
３

年
間
で
し
た
。
へ
そ
踊
り
は
、
私

た
ち
の
文
化
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん

が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
『
思
い
』

を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
も
全
く
恥
ず
か
し
く
な
か
っ
た

で
す
ね
。
富
良
野
は
、
独
自
の
生

活
文
化
や
お
も
て
な
し
が
あ
っ
て
、

と
て
も
魅
力
的
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
、「
最
初
は
、
長
く
住
む

自
信
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま

ち
と
の
相
性
や
ま
ち
の
人
の
優
し

さ
に
触
れ
、『
第
２
の
故
郷
』
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
多

く
の
出
会
い
の
中
か
ら
移
住
へ
の

思
い
が
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
６
年
前
に
結
婚
。
現

在
は
育
児
に
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、

施設は海外客の利用が多く、富良野の魅
力やマナーを丁寧に教えるティムさん

ティム・ボレソンさん

富
良
野
な
ら
で
は
の
生
活
文
化
、
お
も
て
な
し
が
魅
力

「
富
良
野
に
訪
れ
る
人
が
求
め
て

い
る
の
は
、
地
元
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
で
す
。
つ
な
が
り
が
で
き
れ

ば
ま
た
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
立
派
な
ス
キ
ー
場
が
あ
る

の
で
、
４
歳
に
な
る
子
ど
も
に
ス

キ
ー
を
教
え
た
い
で
す
ね
。
と
い

う
よ
り
、
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た

い
…
か
な
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
　
穏
や
か
な
口
調
で
謙
虚
に
話
す

テ
ィ
ム
さ
ん
。
し
っ
か
り
と
富
良

野
の
明
日
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

貸別荘管理 北の峰

ＴＩＭ　　 Ｂ ＯＲＲ Ｅ ＳＯＮ

良野に

移る
富 富良野に魅せられて犬
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校
舎

　
校
舎
屋屋

上
の
ソ

上
の
ソ
ーー

ラ
ー
パ

ラ
ー
パ
ネネ

ル
が
朝

ル
が
朝
日日

に
光
る

に
光
る
扇扇

山
小
学
校

山
小
学
校
。。

同
校
で

同
校
で
はは

近
年
、

近
年
、
環環

境
学
習

境
学
習
にに

力
を
入

力
を
入
れれ

て
お
り
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
文
部

て
お
り
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
文
部
科科

学
省
の
環
境
教
育
推
進
に
係
る
事
業

学
省
の
環
境
教
育
推
進
に
係
る
事
業
のの

一
環
と
し
て
、
昨
年
取
り
付
け
ら
れ

一
環
と
し
て
、
昨
年
取
り
付
け
ら
れ
まま

し
た
し
た
。。

パ
ネ
ル
に
よ
る
発
電
の
状
況
は
、

　
パ
ネ
ル
に
よ
る
発
電
の
状
況
は
、
常常

に
校
舎
内
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映

に
校
舎
内
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
しし

出
さ
れ
、
蛍
光
灯
の
本
数
な
ど
で
示

出
さ
れ
、
蛍
光
灯
の
本
数
な
ど
で
示
ささ

れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
も
使
用
さ
れ

れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
も
使
用
さ
れ
、、

子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
偉
大
さ
や

子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
偉
大
さ
や
クク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
い

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
い
つつ

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。。

昨
年
度

　
昨
年
度
はは
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
実

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
実
践践

ト
ラ
イ
ア
ル
校
」
と
し
て

ト
ラ
イ
ア
ル
校
」
と
し
て
、、
経
済
産
業

経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
認
定
を
受
け

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
認
定
を
受
け
、、

３
年
生
以
上
を
対
象
に
ト
ラ
イ
ア
ル

３
年
生
以
上
を
対
象
に
ト
ラ
イ
ア
ル
校校

と
し
て
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
環
境
学

と
し
て
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
環
境
学
習習

を
進
め
て
き
ま
し
た
。『
昔
と
今
の
く

を
進
め
て
き
ま
し
た
。『
昔
と
今
の
く
らら

し
の
違
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
つ

し
の
違
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
つ
いい

て
』『
家
庭
で
の
省
エ
ネ
に
つ
い

て
』『
家
庭
で
の
省
エ
ネ
に
つ
い
てて
』『』『
自自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
てて
』』
な
ど
の
授

な
ど
の
授

業
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
天

業
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
天
気気

の
い
い
日
に
で
き
た
電
気
を
貯
め
て

の
い
い
日
に
で
き
た
電
気
を
貯
め
て
、、

夜
や
天
気
が
悪
い
時
に
使
え
た
ら
い

夜
や
天
気
が
悪
い
時
に
使
え
た
ら
い
いい

な
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、
環
境

な
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、
環
境
にに

対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
関
心
の
高
ま

対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
関
心
の
高
ま
りり

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。。

グ
ラ
ン
ド
の
一
角
に
は
、
学
校
ビ

　
グ
ラ
ン
ド
の
一
角
に
は
、
学
校
ビ
オオ

ト
ー
プ
『
希
望
の
森
』
が
あ
り
、
環

ト
ー
プ
『
希
望
の
森
』
が
あ
り
、
環
境境

教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
学

教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
学
校校

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
生
態
系
の
観
察

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
生
態
系
の
観
察
モモ

デ
ル
と
し
て
学
校
構
内

デ
ル
と
し
て
学
校
構
内
にに
人
為
的
に
造

人
為
的
に
造

ら
れ
た
自
然
環
境
の
こ

ら
れ
た
自
然
環
境
の
こ
とと
で
、
開
校
１

で
、
開
校
１

１
０
周
年
記
念
事
業
の
中
で
造
成
さ

１
０
周
年
記
念
事
業
の
中
で
造
成
さ
れれ

ま
し
た

ま
し
た
。。

歴
史
あ

　
歴
史
あ
るる

こ
の
学
校

こ
の
学
校
にに

は
、
ほ
か

は
、
ほ
か
にに

も
特
色
あ

も
特
色
あ
るる

取
り
組
み

取
り
組
み
がが

多
く
あ
り

多
く
あ
り
まま

す
。
全
学

す
。
全
学
年年

で
行
わ
れ

で
行
わ
れ
てて

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
「
朝
の
読
み

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
「
朝
の
読
み
聞聞

か
せ
会
」
や
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

か
せ
会
」
や
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
提提

供
す
る
お
父
さ
ん
た
ち

供
す
る
お
父
さ
ん
た
ち
のの
「
お
や
じ
の

「
お
や
じ
の

会
」
会
」、、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
をを

見
守
る
「
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

見
守
る
「
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、、
沖沖

縄
県
宜
野
座
小
学
校
と
の
交
流
な
ど

縄
県
宜
野
座
小
学
校
と
の
交
流
な
ど
。。

田
中
校
長
は
、「
学
校
ビ
オ
ト
ー

　
田
中
校
長
は
、「
学
校
ビ
オ
ト
ー
ププ

『
希
望
の
森
』、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

『
希
望
の
森
』、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ムム

な
ど
の
学
習
素
材
や
、
地
域
の
素
材

な
ど
の
学
習
素
材
や
、
地
域
の
素
材
なな

ど
を
活
か
し
て
、
環
境
へ
の
関
心
、

ど
を
活
か
し
て
、
環
境
へ
の
関
心
、
地地

域
へ
の
愛
着
を
高
め
る
教
育
活
動
を

域
へ
の
愛
着
を
高
め
る
教
育
活
動
を
進進

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れれ

ま
し
た

ま
し
た
。。

富
良
野
入
植
の
地
「
扇
山
」

富
良
野
入
植
の
地
「
扇
山
」
でで

環
境
を
守
り
育
て
る
教
育
実

　
　
環
境
を
守
り
育
て
る
教
育
実
践践

隠

扇山小学扇山小学校校
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

百日のふたごの男の子です百日のふたごの男の子です。。

岩崎岩崎　　謙謙さんさん (３カ月(３カ月））

　　　優理優理さんさん (３カ月(３カ月））　栄町栄町

左から

いたずら街いたずら街道道
爆走中（笑爆走中（笑））

南 昊南　昊成成さんさん (１１カ月(１１カ月））

山　　　　　　　山部部

私
を
お
母
さ
ん
に
育
て
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

　
今
春
、
長
女
が
高
校
生
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
は
じ
め
て
「
母
」に

な
っ
て
か
ら
　
年
間
、
短
気
で
気

１５

分
や
で
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
も
苦

手
だ
っ
た
私
を
、
ず
っ
と
助
け
て

く
れ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
お
っ
ぱ
い
を
飲
み
な
が
ら
私

を
見
上
げ
る
可
愛
い
顔
を
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
の
こ

と
も
離
乳
食
の
こ
と
も
、
初
め
は

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
本

を
片
手
に
四
苦
八
苦
。
熱
を
出
せ

ば
オ
ロ
オ
ロ
し
ま
し
た
。

　
二
つ
年
下
の
妹
が
生
ま
れ
た

時
に
は
赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
し
て
、

姉
妹
い
っ
し
ょ
に
左
右
の
お
っ

ぱ
い
を
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。
少

し
飲
ん
だ
ら
気
持
ち
も
落
ち
着

く
の
か
、
す
ぐ
遊
び
出
し
ま
し
た

が
、
あ
の
時
の
娘
に
は
そ
ん
な
時

間
も
必
要
だ
っ
た
の
で
す
ね
…
。

　
幼
稚
園
に
入
園
し
て
し
ば
ら

く
は
、
朝
な
か
な
か
玄
関
に
入
っ

て
く
れ
ず
、
園
庭
を
何
度
も
ぐ
る

ぐ
る
回
る
の
で
、
仕
事
に
遅
れ
な

い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
の
も
懐
か

し
い
思
い
出
。

　
小
学
生
に
な
っ
て
妹
が
生
ま

れ
た
と
き
に
は
、
洗
い
物
や
弟
妹

の
世
話
な
ど
お
手
伝
い
を
よ
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
５
年
生
く
ら
い
か
ら
は
急
に

無
口
に
な
り
、
戸
惑
い
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
時
期
で
し
た
が
、
今
思

え
ば
あ
れ
が
反
抗
期
？
？
今
は

女
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
も
お
買

い
物
も
楽
し
め
ま
す
。

　
先
日
、
機
嫌
の
悪
い
私
が
妹
を

怒
っ
て
い
た
ら
、
「
今
の
は
○
○

は
悪
く
な
い
よ
。
お
母
さ
ん
が
イ

ラ
イ
ラ
し
て
怒
っ
て
い
る
だ
け

だ
よ
」
と
ピ
シ
っ
と
一
言
。
そ
の

一
言
で
私
も
我
に
返
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
娘
よ
。
手
抜
き
ば
か
り
し
て
た

の
に
、
こ
こ
ま
で
育
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
こ
ん
な
私
を
「
お

母
さ
ん
」
に
育
て
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
、
あ
な
た
の
未
来
に
つ
な
が
る

高
校
生
活
、
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
よ
。

南
扇
山
　
白
い
月
の
犬
さ
ん

子子育育てて・・親親育育ちち子育て・親育子育て・親育ちち

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成

長
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広

報
ふ
ら
の
」へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
５
０
字
程
度
）

隠
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野火災の発生を防ごうと、富良野市林野火災予

消防対策協議会が開催されました。冒頭に、こ

れまで森林保全活動を行ってきた森林愛護団体６団

体に感謝状を贈呈。その後、啓発活動や指導強化、

自衛隊との協力体制などについて確認。市内森林の

多くを所有する東京大学北海道演習林の井口技術主

任は、「東北の震災を教訓に関係機関と連携を強め、

森林保全に努めていきたい」と話していました。

林

豊かな森、地域一丸で守る
　　林野火災予消防対策協議会 ４月１３日鰹水 

年の富良野観光の施策を共有し、オールふらので

取り組みを進めようと富良野市国際観光促進協

議会が観光戦略セミナーを開催しました。事務局から

今年度の取り組みとして、『北の国から３０周年事業』

や、地域発信の着地型旅行商品を販売するワンストッ

プ窓口の整備などについて説明。また、東北の震災の

影響が懸念される中、まずは、国内外に向け富良野の

安全性を地域全体で発信する必要性を確認しました。

今

『北の国から３０周年事業』核に地域旅行商品を販売
４月１５日鰹金 富良野市観光戦略セミナー

制服に身を包んだ富良野高校新入生

１５１人（男子６９人・女子８２人）の入学

式が富良野高校体育館で行われました。

独特の緊張感の中、吹奏楽部の演奏とと

もに生徒たちは堂々と入場。入学者代表

宣誓では、白井涼子さんが、「東北では、

入学式もできない高校生がいる中で、こ

うして平和に入学できることに感謝して

います。一期一会の精神を大切にし、校

風を守り、高校生活を全うしていきたい

です」と被災地の高校生に気遣いながら、

新生活への抱負を述べました。

４月８日鰹金 

新入生１５１人、新制服で堂々と
富良野高校入学式

新
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ZOOM UP FURANO

ふらのズームアップ

富良野市交通安全指導員

退任に伴い

感謝状
を贈呈

 石 
いし

 井  
い

 勇 さん
いさむ

７８歳

委嘱期間

　４８年間

 窪 
くぼ

 田  
た

 實 さん
みのる

７１歳

委嘱期間

　１７年間

 杉 
すぎ

 本  
もと

 彰 さん
あきら

７４歳　

委嘱期間

　１４年間

 金 
かね

 一  
いち

 恒 
つね

 男 さん
お

８０歳

委嘱期間

　２２年間

 谷 
たに

 口  
ぐち

 実 さん
みのる

６３歳　

委嘱期間

　１４年間

のごみ拾いとして毎年恒例の事業となった、富

良野建設業協会主催の観光ルート清掃ボラン

ティア。年々参加者を増やし、今年は約２００人が参加

しました。市市道御料本通と清水山線の２ルートを

清掃。拾ったごみの量は１４７０kgで、昨年の２倍の量

でした。看護学校からも１４人の学生が参加。「楽し

かったです。でも、たばこの吸い殻が多くてひどい

と思いました」と感想を話してくれました。

春

農林水産大臣賞を受賞

４月１６日鰹土 

きれいな富良野に観光客を
観光ルート清掃ボランティア

業委員会会長を務められた藤野昭治さんが、この

たび農林水産大臣表彰を受賞しました。藤野さん

は、農業委員として３０年にわたり農業者の地位向上と

経営安定に尽力、富良野農業に大きく貢献されました。

この間、農業関連の要職を歴任、道指導農業士の認定

を受け次代の担い手育成に大きく寄与され、現在は北

海道農業会議会長として北海道農業の振興にも多大な

貢献をされています。

農

 藤野  
ふじの

 昭治 さん  ７３歳
しょうじ
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消
費
者
相
談
 Ｑ
＆
Ａ

クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、若葉

郵便局、山部・東山支所にも置いてあります。

また、消費生活センターと山部・東山支所に

「衣類回収ボックス」が設置されています。

不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回

収にご協力ください。

置
き
薬
業
者
か
ら
の
健
康
食
品
？

（
　
代
 女
性
）

６０

鰹問 富良野市消費生活センター　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

　
　
　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
の
母
親
の

　
　
　
家
に
、
健
康
食
品
が
大
量
に
あ
り
ま
す
。
母

親
は
、
置
き
薬
を
契
約
し
て
い
る
業
者
に
腰
や
ひ
ざ

が
痛
い
こ
と
を
話
し
た
ら
、「
い
い
も
の
が
あ
る
よ
」

と
勧
め
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
骨
を
増
や

す
と
い
う
物
か
ら
美
肌
に
な
る
物
な
ど
、
高
齢
者
に

は
必
要
な
い
品
物
も
多
数
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
１

人
で
飲
み
き
れ
な
い
ほ
ど
の
量
を
売
り
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
置
き
薬
の
箱
の
中
を
探
し
て
も
、
契
約

書
の
よ
う
な
も
の
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

未
開
封
状
態
で
す
が
、
商
品
を
返
す
こ
と
は
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
健
康
食
品
を
販
売
す
る
場
合
は
、
配
置
販
売

　
　
　
（
置
き
薬
）
業
者
で
あ
っ
て
も
訪
問
販
売
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
契
約
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
服
用
し
た
場
合
は
解
約
で
き
な
い
」
こ
と
が
書
か

れ
た
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
書
面
を
も
ら
っ
て
い
な
い

と
き
は
、
た
と
え
消
費
し
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
購
入
し
た
健
康
食

品
が
、
一
度
の
契
約
で
大
量
に
買
わ
さ
れ
た
と
判
断

で
き
る
場
合
は
、
「
過
量
販
売
」
に
該
当
し
て
解
約

が
可
能
で
す
。
今
回
の
場
合
は
、
契
約
書
面
が
渡
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
相
談
者
が
直
接
業
者
と
交

渉
し
て
商
品
を
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
返
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
健
康
食
品
に
過
大
な
期
待

を
抱
く
人
に
つ
け
込
ん
だ
販
売
方
法
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
健
康
食
品
は
食
品
で
あ
っ
て
、

薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
額
な
契
約
に
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ＱA

 譲ります 　　　　　　　　　　　 

捌 雛 飾り（５段）捌座卓長テーブル捌事務用イ
ひな

ス捌ゴルフクラブ一式捌学芸百科事典

 譲ってください 　　　　　　　　 

捌子ども用一輪車

捌西中学校制服（女子・男子）

捌ベビーベッド

捌剣道具一式（中学生）

捌ピアノ（電子・アップライト）

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センター

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

リサイクル掲示リサイクル掲示板板リサイクルにご協力ください。分ければ資源、混ぜればごみ。混ぜればごみ。

生ごみをレジ袋で投げないで！

　生ごみの指定袋は、とうもろこしから作られた

分解する袋を採用しています。レジ袋を使ったり

水切りネットを混入させたりすると、それらは分

解せずに最後まで残るため、生ごみ堆肥の品質を

低下させ、リサイクルができなくなります。

必ず、指定袋を使用してください必ず、指定袋を使用してください！！
　指定袋は、ごみ袋販売登録店で

お買い求めください。

二重袋はやめて！

　固形燃料ごみやプラスチック類を出すとき、ご

み袋を二重にしたり、ごみを入れた小袋のままご

み袋に入れることは、絶対にやめてください。収

集したごみは、人の手で袋を破き、中身の点検や

選別作業をしています。二重袋は、これらの作業

に大変な障害になります。二重袋はやめ、小袋の

中身をだしてバラバラの状態でごみ袋に入れて

ください。

市民環境課からのお知らせ 拶３９ - ２３０８  

×× ○○
→→
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リサイクルにご協力くださいリサイクルにご協力ください。。分ければ資源、分ければ資源、混ぜればごみ。

分別に迷ったら、市民環境課へ

ごみＱ＆Ａ

ＱＱ 使い捨てライターは、何ごみに出せば良いのですか？

火災の原因となるので、ごみとして出さないでくださ

い。市役所窓口（市民環境課・各支所）で引き取りま

すので、注意して保管し、たまり次第持参ください。

●若い女性に急増！『子宮頸がん』について

　
　
歳
以
上
の
女
性
が
も
っ
と
も

４０
か
か
り
や
す
い
が
ん
は
「
乳
が
ん
」

で
す
が
、　

代
　
代
の
若
い
女
性

２０

３０

が
も
っ
と
も
か
か
り
や
す
い
が
ん

は
「
子
宮
頸
が
ん
」
と
い
う
こ
と

を
ご
存
知
で
し
た
か
？

●
２
種
類
の
子
宮
が
ん

　
子
宮
が
ん
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

虚
子
宮
体
が
ん

　
子
宮
内
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

許
子
宮
頸
が
ん

　
子
宮
入
口
の
頸
部
と
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
子

宮
が
ん
全
体
の
　
％
以
上
を
し
め

８０

て
い
ま
す
。
若
い
女
性
に
急
増
し

て
い
る
の
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
方

で
す
。

●
大
部
分
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
さ
れ
る

ウ
イ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
と
い
い
、
性
行
為
に
よ

り
感
染
し
ま
す
。

●
感
染
の
予
防
法
は
？

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
０
０
種

類
以
上
の
型
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

　
数
種
類
が
子
宮
頸
が
ん
と
関
係

１０し
て
い
ま
す
。
中
で
も
　
型
と
　

１６

１８

型
に
よ
る
が
ん
が
、
日
本
で
は
　６０

％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
型
の
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
は
、
２
０
０
９
年
に
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
　
型
と
　

１６

１８

型
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
予
防
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
す
で
に

子
宮
頸
部
の
細
胞
内
に
潜
伏
し
て

し
ま
っ
て
い
る
人
に
は
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

●
何
よ
り
も
検
診
が
重
要
！

　
ワ
ク
チ
ン
で
す
べ
て
の
子
宮
頸

が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

 前
 が
ん
状
態
を
発
見
で
き
ま
す
。

ぜ
ん 前

 が
ん
状
態
で
あ
れ
ば
簡
単
な
手

ぜ
ん術

と
２
～
７
日
間
の
入
院
で
ほ
ぼ

１
０
０
％
完
治
し
ま
す
。
子
宮
頸

が
ん
の
初
期
は
、
ま
っ
た
く
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
、
早
期
発
見
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
２
年
に
１
回
は
検
診
を
！

　
富
良
野
市
で
は
、
子
宮
（
頸
部
）

が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
の
予

２３防
接
種
も
行
い
ま
す
。
予
防
接
種

の
対
象
は
、
中
学
生
と
高
校
１
・

２
年
生
。
対
象
者
ヘ
は
、
７
月
ご

ろ
に
個
別
に
通
知
を
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

お元気ですか　保健師　です

寄 付
ありがとうございます

ＡＡ

鋤旭川地方自家用自動車協会

　ダミー人形衝突試験装置１体

富良野市へ

ＱＱ 家庭から出る使用済みの電球や蛍光管の処分は？

市内の回収協力店（最寄りの電気店）に引き取りをお

願いしています。割れないように保管し、買い換えの

ときなどに持参ください。

ＡＡ
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く
ら

 く
ら
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
　
　
　
　

春
の
地
域
環
境
美
化
運
動

期
　
間
　
５
月
８
日
鰹日 
～
　
日
鰹日 

１５

内
　
容
　
道
路
・
花
壇
・
公
園
・
河

川
敷
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
・

側
溝
な
ど
を
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
団
体
な
ど
の

活
動
に
も
、
ご
み

袋
を
無
料
で
提
供

し
ま
す
。

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
補

助
希
望
の
と
り
ま
と
め

　
今
年
も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
排

出
容
器
（
ま
た
は
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
）

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

設
置
理
由
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
環
境
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

限
定
販
売
赤
ワ
イ
ン
　
　
　

ま
も
な
く
販
売
終
了

　
販
売
期
間
は
５
月
８
日
鰹日 
ま
で
で

す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
（
赤
）
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

（
市
内
酒
販
店
で
販
売
中
）

価
　
格
　
９
０
０
円
（
税
込
）

※
通
常
価
格
１
２
４
６
円

　
ワ
イ
ン
工
場
で
は
、
町
内
会
・
グ

ル
ー
プ
・
企
業
な
ど
に
職
員
を
派
遣

し
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
出
前
講
座
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場

拶
２
２
‐
３
２
４
２

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

融
雪
施
設
設
置
の
資
金
を
補

助
し
ま
す
！

対
象
と
な
る
融
雪
施
設

　
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
融
雪
槽

（
地
下
水
利
用
式
も
可
）、
融
雪
機
（
移

動
式
、
地
下
水
利
用
式
も
可
）

補
助
額
　
設
置
費
用
の
５
分
の
１

※
限
度
額
　
万
円
で
、
千
円
未
満
切

１０

り
捨
て

平
成
　
年
度
予
算
　
　
万
円
（
先
着
）

２３

８０

受
　
付
　
　
月
　
日
鰹水 
ま
で

１１

３０

鰹問 
都
市
施
設
課

拶
３
９
‐
２
３
１
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
（
以
下
「
整
開
保
」

と
い
う
）
は
、
都
市
計
画
法
第
６
条

の
２
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
区
域
ご

と
に
北
海
道
が
定
め
る
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。

　
整
開
保
は
平
成
　
年
に
策
定
さ
れ

１５

た
も
の
で
す
が
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
整
開
保
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
建
築
課
の
窓
口

で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

e
L
T
A
X
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で
法
人
道
民
税
・

法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
の

申
告
、
各
種
届
出
が
提
出
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
e
L
T
A
X
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
lta
x
.jp
/

鰹問 
上
川
総
合
振
興
局
課
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
６

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

山
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
慣
れ
た
山
で
も
、
山
菜
採
り
に
夢

中
に
な
る
と
「
隠
れ
た
危
険
」
が
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
山

菜
採
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
山
菜
採
り
の
心
構
え

虚
家
族
な
ど
に
行
き
先
と
帰
宅
時
間

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

許
単
独
で
の
入
山
は
避
け
、
二
人
以

上
で
声
を
か
け
合
い
、
位
置
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

距
服
装
は
目
立
つ
色
に
し
ま
し
ょ
う
。

鋸
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
よ
け
の

た
め
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

漁
迷
っ
た
と
き
は
無
理
を
せ
ず
、
落

ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
ヒ
グ
マ
に
注
意
！

虚
地
元
の
人
に
聞
く
な
ど
し
て
、
熊

の
出
没
情
報
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

許
「
熊
の
出
没
注
意
」
の
看
板
の
あ

る
場
所
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

距
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
、
熊
に
存
在
を
知

ら
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

鋸
熊
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
た
と
き
は
、

す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

鰹問 
北
海
道
環
境
生
活
部
道
民
活
動
文

化
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
２
０
９

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
気
づ
い
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
の

疾
病
は
、
石
綿
を
吸
い
込
ん
で
か
ら

発
症
す
る
ま
で
非
常
に
長
い
期
間
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
方
が

仕
事
に
よ
り
石
綿
を
吸
い
込
み
病
気

に
な
っ
て
も
、
病
気
の
原
因
が
仕
事

に
あ
っ
た
こ
と
を
、
医
師
も
本
人
も

気
づ
き
に
く
か
っ
た
と
い
う
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。

　
仕
事
が
原
因
で
石
綿
に
よ
る
疾
病

に
か
か
り
死
亡
し
た
ご
遺
族
は
、
労

災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付

が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
労
働
者
が
死

亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
５
年
を
経
過

す
る
と
、
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
　
年
３
月
　
日

１８

２７

に
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
平

成
　
年
３
月
　
日
以
前
に
石
綿
に
よ

１３

２６

る
疾
病
を
発
症
し
死
亡
し
た
労
働
者

の
遺
族
で
、
労
災
保
険
法
の
遺
族
補

このページは広告料収入で作成しています

開
館
時
間

火
～
金
曜
日

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

土
・
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

５
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
３
日
鰹火
・
４
日
鰹水
・

５
日
鰹木
・

日
鰹金

２７

鰹問 
図
書
館
 拶
２
２
‐
３
０
０
５

☆
新
着
本
の
紹
介

●
児
童
書

　
お
た
ん
じ
ょ
う
び
の
ケ
ー
キ
ち
ゃ
ん

　
 ／
 も
と
し
た
 い
づ
み

　
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
も
り
へ
い
く

　
 ／
 真
珠
 ま
り
こ

●
一
般
書

　
落
語
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

　
 ／
 柳
家
 花
緑

　
青
春
の
翻
訳
法
 ／
 茂
木
 健
一
郎

☆
展
示
・
イ
ベ
ン
ト

●
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り

　
５
月
７
日
鰹土 
～
　
日
鰹土 

１４

●
富
良
野
高
校
合
同
展

　
５
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹火 

２５

３１

　
２
階
展
示
ホ
ー
ル

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
　
分
ま
で
）

３０

●
お
は
な
し
会
＆
英
語
の
お
は
な
し
会

　
５
月
　
日
鰹土 
 午
前
　
時
　
分

１４

１０

３０

　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
会

　
毎
週
水
曜
日
 午
後
３
時

　
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

図
書
館

図
書
館
だだ
よよ
りり

図
書
館
だ
よ
り
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償
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
方

に
対
し
て
「
特
別
遺
族
給
付
金
」
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早
急

に
最
寄
り
の
労
働
局
ま
た
は
労
働
基

準
監
督
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
特
別
遺
族
給
付
金
」
請
求
期
限
は
、

平
成
　
年
３
月
　
日
で
す
。

２４

２７

鰹問 
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
　

贈
呈
し
ま
す

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

拶
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

催 催
　
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

自
然
に
親
し
む
集
い

「
春
の
女
神
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
」

　
布
礼
別
地
区
に
生
息
す
る
希
少
種

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
コ
ガ
タ
カ
ワ
シ

ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
観
察
会
で
す
。
水
辺

の
観
察
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹土 

１４

集
合
場
所
　
文
化
会
館
前

※
送
迎
バ
ス
運
行
（
午
前
８
時
　
分
）

３０

と
こ
ろ
　
布
礼
別
神
社
周
辺

募
　
集
　
先
着
　
人
２０

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
５
月
　
日
鰹木 
ま
で
に
電
話

１２

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

子
ど
も
未
来
づ
く
り
事
業
　

「
少
年
の
主
張
大
会
」

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹水 

１８

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

内
　
容
　
市
内
の
各
中
学
校
の
代
表

生
徒
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
発
表
し
ま
す
。
一
般
傍
聴
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

食
生
活
改
善
協
議
会

と
　
き

５
月
　
日
鰹木 
・
５
月
　
日
鰹木 
・
６
月

１２

１９

７
日
鰹火 
・
６
月
　
日
鰹火 
・
７
月
　
日

２８

１４

鰹木 
・
７
月
　
日
鰹火 
・
８
月
５
日
鰹金 
・

２６

９
月
１
日
鰹木 
・
９
月
　
日
鰹木 
・
　

月

１５

１０

７
日
鰹金 
・
　
月
　
日
鰹木 

１０

２０

集
合
時
間
　
午
前
９
時
　
分
３０

広告

　大人には大人だからこそ感じ

る絵本の世界がある－。絵本セ

ラピーという考え方がどうして

できたのか、5冊の絵本を通して

紹介するとともに、絵本セラ

ピーが体験できる4つのワーク

も収録。ブックガイド付き。

「絵本はこころの処方箋」

岡田 達也　著　　瑞雲舎

今今月月

 注目の本注目の本 !!

　上富良野演習場では、実弾射撃訓練などが行わ

れています。地域のみなさんが誤って演習場内に

立ち入られることのないよう、現在の演習場の範

囲などについてお知らせします。

●保安用地を取得してきた理由

　射程距離の長い迫撃砲の実弾射撃訓練も行われ

ているため、安全性向上の観点から、平成７年度

以降保安用地を取得しています。

●現在の上富良野演習場の範囲

　図の赤太線で囲まれた範囲です。

●安全対策

　演習場内に許可なく立ち入ることは禁止されて

います。

喰実弾射撃訓練などの際には、要所に警戒要員を

　配置しています。

喰演習場の保安用地に通じるベベルイ林道の入口

　に「立入禁止」の看板を設置しています。

喰陸上自衛隊上富良野駐屯地では、演習場の点検

　などを行い、必要に応じて看板の設置や市民の

　みなさんへの広報などを行います。

陸上自衛隊上富良野演習場についてのお知ら陸上自衛隊上富良野演習場についてのお知らせせ
陸上自衛隊上富良野演習場及び関係市町等位置図

鰹問 陸上自衛隊上富良野駐屯地　拶0167-45-3101
　富良野市役所企画振興課　　拶0167-39-2304
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集
合
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
前

持
ち
物
　
水
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・
万

歩
計
（
持
っ
て
い
る
方
）
な
ど

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
傷
害

保
険
は
各
自
対
応
。

鰹問 
保
健
医
療
課

拶
３
９
‐
２
２
０
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

裁
判
員
制
度
説
明
会
及
び
裁

判
員
裁
判
法
廷
見
学
会

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹月 

30

　
　
　
　
午
後
２
時
～
3
時
　
分
１５

※
法
廷
見
学
会
は
午
後
3
時
か
ら

と
こ
ろ
　
旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所

1
号
法
廷
（
旭
川
市
花
咲
町
4
丁
目
）

定
　
員
　
先
着
　
人
48

内
　
容
　
裁
判
員
制
度
の
説
明
と
裁

判
員
裁
判
法
廷
の
見
学

講
　
師
　
裁
判
官
な
ど

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

鰹問 
旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
５
５

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
を
元
気
に
！

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

　
ふ
ら
の
」

in　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年
５

月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で
実
施

さ
れ
て
い
る
住
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹水 
　

２５

　
　
　
　
午
前
０
時
～
午
後
９
時

と
こ
ろ
　
市
内
ど
こ
で
も
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
ま
す
。
（
自
宅
・

学
校
・
職
場
・
運
動
施
設
な
ど
）

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
内
容

　
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
歩

行
や
自
転
車
で
の
通
勤
、
病
院
内
散

歩
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
ど
ん
な
運

動
で
も
参
加
対
象
と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
報
告
を

　
　
分
以
上
継
続
し
て
身
体
活
動
を

１５
行
っ
た
方
は
、
当
日
午
後
９
時
　
分
３０

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
電

話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

虚
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
E
X
（
　
人
で

１０

大
縄
跳
び
）

許
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
に
参
加
で
き
ま
す
。

（
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
・

テ
ニ
ス
・
エ
ア
ロ
ビ
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

鰹問 
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

拶
２
３
‐
９
６
６
６

思
２
３
‐
９
６
６
７

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

お
や
こ
劇
場
の
催
し

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹金 

１３

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時
　
分
１５

　
　
　
　
開
演
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
中
富
良
野
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
札
幌
Ｎ
Ｋ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

「
コ
ン
サ
ー
ト
『
ね
の
ぐ
の
え
』
き
っ

ず
」

対
　
象
　
小
学
１
年
生
～
４
年
生

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
で
す
。
４

歳
以
上
は
入
会
金
２
０
０
円
、
会
費

月
額
１
０
０
０
円
（
３
歳
以
下
は
無

料
）
が
必
要
で
す
。
当
日
の
入
会
も

で
き
ま
す
。

鰹問 
お
や
こ
劇
場

拶
２
２
‐
５
８
９
４

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

富
良
野
吹
奏
楽
団

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹土 

２１

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時

　
　
　
　
開
演
　
午
後
６
時
　
分
３０

※
開
場
後
す
ぐ
に
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

曲
　
目
　
翼
を
く
だ
さ
い
、
尾
崎
豊

作
品
集
、
ア
ラ
ラ
の
呪
文
　
ほ
か

入
場
料
　
無
料

※
会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み
ち

拶
２
３
‐
２
２
１
１

募 募
　
集集

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

前
期
ヤ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
　
　

受
講
生
募
集

内
　
容

虚
料
理
＆
お
菓
子
（
毎
週
火
曜
　
回
）

１２

　
６
月
７
日
～
８
月
　
日
２３

　
午
後
６
時
　
分
～
９
時

３０

　
材
料
費
　
６
０
０
０
円

許
華
道
（
毎
週
木
曜
　
回
）

１２

　
６
月
２
日
～
８
月
　
日
１８

月 日時      間実 施 会 場
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び

　
畜
犬
登
録
日
程
表
（
雨
天
も
実
施
）

　
※
都
合
の
よ
い
日
時
・
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

時      間実 施 会 場月 日

５
月
　
日
鰹火 

１７

9:30～9:10下五区会館9:30～9:00市役所車庫前

５
月
　
日
鰹日 

15

9:50～9:35御園会館10:00～9:40南コミセン

10:05～9:55上五区会館10:30～10:10東春地区コミセン

10:25～10:15山部北星地区コミセン10:50～10:35勤労青少年ホーム

10:45～10:35山部５区会館11:10～10:55北麻町公園

11:10～10:55山部ライスセンター11:35～11:15瑞穂コミセン

11:30～11:20山部南陽地区コミセン12:00～11:40東部児童センター

11:50～11:40近藤秀男さん宅前（山部９町内）13:20～13:05朝日町公園

13:15～13:00山部南地区コミセン13:40～13:25スポーツセンター

13:35～13:20山部福祉センター14:10～13:50桂木児童センター

14:00～13:40山部西地区コミセン14:35～14:20北の峰コミセン

５
月
　
日
鰹水 

１８

9:50～9:40東山支所9:35～9:20八幡丘会館

５
月
　
日
鰹月 

１６

10:10～10:00東山中央会館10:00～9:45富丘総合会館

10:30～10:20蜂谷寿二さん宅前（東山光陽）10:30～10:10布礼別集落センター

10:50～10:40おもと会館11:05～10:45南麓郷第３会館

11:15～11:00西達布旧農協支所11:30～11:15麓郷デパート向い駐車場

11:35～11:25あやめ会館13:25～13:10布部駅前

11:55～11:45すみれ会館
【問合せ】
市民環境課
拶39-2308

13:50～13:35扇山公民会館

13:45～13:30松南会館14:10～14:00北大沼会館

14:10～13:55老節布会館14:30～14:20東学田二区会館

14:35～14:20平沢集落センター14:50～14:40鳥沼公園駐車場
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年金だよ年金だよりり

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２１年５月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、

誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに

なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

●国民年金　～こんなときには手続きを～

　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未

満の方すべてが加入する制度です。届出を忘れると、

将来受け取れる年金額が少なくなったり、受けられな

くなったりする場合があります。次のようなときには、

自分で届出をすることが必要です。

◆２０歳になったとき

　農業・自営業・学生・勤めていても厚生年金に加入

していない方が２０歳になったときは、「国民年金被保険

者資格取得届」を提出しましょう。

◆会社を退職したとき

　６０歳になる前に、会社などを退職したときは「国民

年金被保険者資格取得届」を提出しましょう。

◆収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき

　収入が増え、被扶養配偶者でなくなったときは、「国

民年金被保険者種別変更届」を提出しましょう。

◆配偶者が退職したとき

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

　
午
後
７
時
～
９
時

　
材
料
費
　
９
０
０
円
×
　
回
１２

距
茶
道
（
毎
週
木
曜
　
回
）

１２

　
６
月
２
日
～
８
月
　
日
１８

　
午
後
７
時
～
９
時

　
材
料
費
　
２
０
０
０
円

鋸
陶
芸
（
毎
週
木
曜
　
回
）

１２

　
６
月
２
日
～
８
月
　
日
１８

　
午
後
７
時
～
９
時

　
材
料
費
　
２
０
０
０
円

漁
ゆ
か
た
着
装
（
毎
週
木
曜
　
回
）

１２

　
６
月
２
日
～
６
月
　
日
３０

　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配偶

者でなくなったときは、「国民年金被保険者種別変更

届」を提出しましょう。

　なお、会社や役所、学校などに勤めている方とその

被扶養配偶者の方については、勤務先で手続きが行わ

れますので、自分で行う必要はありません。

　くわしくは、市役所市民環境課市民年金係に問い合

わせください。

　新しいまちづくりの計画「第５次富良野市総合計
画」が平成２３年度よりスタートしています。テーマ
は「住み続けたいまち、そして、子どもたちに誇れ
るまちをめざして」。

　前期５年間の基本計画書を作成しましたので、ご
希望の方は市役所企画振興課、山部支所、東山支所
で配布しています。

鰹問 企画振興課拶３９－２３０４

新たなまちづくり計画がスタート！

『第５次富良野市総合計画書』を配布しています

　
午
後
７
時
～
９
時

　
受
講
料
　
無
料

　
※
ゆ
か
た
は
各
自
で
用
意
。

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
　
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
　
歳
以
上
の
勤
労
青
少
年

１５
定
　
員
　
各
　
人
１５

申
込
み
　
５
月
９
日
鰹月 
か
ら
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

窓
口
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
。

受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
９
時

鰹問 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

拶
２
３
‐
６
９
８
１

試
験
・
講

 試
験
・
講
座座

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

調
理
師
試
験
の
受
験
案
内

試
験
日
時

　
８
月
　
日
鰹水 

３１

　
午
後
１
時
　
分
か
ら

３０

試
験
地
　
滝
川
市

受
験
資
格
　
高
等
学
校
入
学
資
格
を

有
す
る
方
で
、
多
数
人
に
飲
食
物
を

調
理
、
提
供
す
る
施
設
、
ま
た
は
飲

食
店
営
業
な
ど
で
、
調
理
業
務
に
２

年
以
上
従
事
し
た
方

試
験
方
法
　
筆
記
試
験
（
食
文
化
概

論
、
衛
生
法
規
な
ど
）

願
書
受
付
　
富
良
野
保
健
所

受
付
期
間
　
５
月
９
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

２７

鰹問 
富
良
野
保
健
所拶

２
３
‐
３
１
６
１

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

手
話
を
学
ぶ
会

　
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
人
た
ち
を
対

象
に
入
門
講
座
を
行
い
ま
す
。

期
　
間
　
５
月
　
日
鰹火 
～
９
月
　
日

１０

１３

鰹火 
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
　
回
）

１８

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
町
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
「
か
み
ん
」

対
　
象
　
富
良
野
圏
域
に
住
ん
で
い

る
小
学
５
年
生
以
上
の
方
で
、
圏
域

の
手
話
サ
ー
ク
ル
会
員
ま
た
は
会
員

と
な
っ
て
活
動
が
可
能
な
方
。
中
学

生
以
下
の
参
加
は
、
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

定
　
員
　
先
着
　
人
２５

参
加
費
　
１
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
み
　
５
月
９
日
鰹月 
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
３
９
３
３

思
２
３
‐
２
８
２
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
や
る
気
を
育
て
る
部
下
育
成
術

と
　
き
　
5
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹金 

11

13

受
講
料
　
３
３
６
０
０
円

許
悩
み
解
消
　
資
金
繰
り
と
資
金
調

!!

達
の
極
意

と
　
き
　
5
月
　
日
鰹月 
・
　
日
鰹火 

１６

１７

受
講
料
　
２
６
２
５
０
円

鰹問 
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目
２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０
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「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建築課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ

今
月
の
納
税

　
５
月
末
か
ら
の
口
座
振
替
の
申
込

み
・
変
更
に
つ
い
て
は
、
５
月
　
日
１７

必
着
分
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

課
税
内
容
に
つ
い
て
　

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
例
年
、「
軽
自
動
車
を
廃
車
（
ま
た

は
譲
渡
）
し
た
の
に
、
納
税
通
知
書

が
届
い
た
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
。

　
課
税
基
準
日
（
４
月
１
日
）
以
降

に
手
続
き
が
さ
れ
て
い
た
り
、
手
続

き
が
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
度
の
差
押
の
状
況

２２　
平
成
　
年
度
、
市
税
な
ど
の
滞
納

２２

に
よ
り
差
押
処
分
を
執
行
し
た
件
数

で
す
。

　
差
押
に
よ
る
市
税
（
料
）
振
替
額

は
、
約
６
０
０
万
円
で
す
。

　
法
律
で
は
、
納
期
限
日
の
　
日
以

２０

内
に
督
促
状
発
布
、
そ
の
後
　
日
を

１０

経
過
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

速
や
か
に
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
督
促
状
発
送
後
　１０

日
を
経
過
し
て
も
連
絡
や
相
談
が
な

く
、
未
納
を
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合

や
、
納
税
相
談
を
行
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
約
束
を
守
ら
な
い
場
合
な
ど

は
、
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
富
良
野
市
税
の
収
納
率
は
、
平
成

　
年
度
実
績
で
、　

％
を
超
え
て
い

２１

９８

ま
す
。
税
の
公
平
性
を
期
す
る
た
め

に
も
、
未
納
放
置
の
場
合
は
、
法
律

に
基
づ
き
速
や
か
に
滞
納
処
分
を
執

行
し
ま
す
。

　
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
納
税

相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
　
　
　

減
免
手
続
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
体
の
不
自
由

な
方
や
、
精
神
的
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自

動
車
に
つ
い
て
、
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
（
１
台
限
り
）

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
障
が
い

者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
な

ど
を
持
参
し
、
左
記
の
期
限
ま
で
に

税
務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
各
種
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等
収

納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料
（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

納
付
期
限
　
５
月
　
日
鰹火 

３１

　
（
口
座
振
替
日
も
同
日
で
す
）

毅
固
定
資
産
税
一
期

毅
軽
自
動
車
税

差
押
件
数
　
１
４
０
件

　
　
（
平
成
　
年
度
１
１
８
件
）

２１

　
【
内
訳
】

　
　
国
税
還
付
金
　
　
　
件
７０

　
　
預
貯
金
　
　
　
　
　
件
６１

　
　
動
産
　
　
　
　
　
８
件

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
１
件

申
請
期
限
　
５
月
　
日
鰹火 

２４

 納税相談にお越しください（市税の納付もできます）

木曜は 夜間納税窓夜間納税窓口口
５月１２日～９月２９日

毎週木曜日の午後８時まで

　税務課納税係では、上記の期間、毎週木曜日に夜８時ま

での夜間窓口を開設します。平日の昼間に相談する時間が

とれない方などは、お気軽にご利用ください。

納期限内での納付が困難な場合は必ず相談を

　収入が大幅に低下したなど、特別な事情により、納期限

内での納付が困難な場合はご相談ください。

税金のお支払いもできます

　夜間窓口では、富良野市の税金（市道民税・固定資産

税・軽自動車税・国民健康保険税）、後期高齢者医療保険

料、介護保険料の納付が可能です。

平成２３年度分の納税通知書が発布されます

　５月上旬　固定資産税、軽自動車税

　６月上旬　市道民税

　７月上旬　国民健康保険税

　　　　　　後期高齢者医療保険料

　　　　　　介護保険料
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上富良野町

第３３回 十勝岳山開き

　十勝岳を含めた４つのコースが
あり、ガイドとして地元山岳会・
山岳救助警備隊の方がつきます。
参加者には記念バッチをプレゼン
ト。ぜひ参加ください。

会　場　十勝岳温泉駐車場
と　き　６月１９日鰹日 
　　　　７時受付、８時登山開始
参加料　１,０００円（保険料・入浴券）

鰹問 かみふらの十勝岳観光協会
　　　　　　　　　    拶４５‐６９８３

中富良野町
総合スポーツセンター

プール オープン！

　総合スポーツセンタープールが、
５月１日にオープンします。屋内
にあるプールには水泳用のほか、
歩行用も完備しています。

利用期間　５月１日～１０月３１日
利用時間　月～土 １０時～２１時
　　　　　日・祝 １０時～１７時
入 場 料 　大人１００円、小人５０円

鰹問 総合スポーツセンター 拶44‐２３２３

南富良野町

カヌー・ラフティングに
挑戦しませんか？

　湖面にカヌーを滑らせながら、
見上げる景色に感動！空知川の急
流をゴムボートで下るラフティン
グのスリルに絶叫！
　初めての方でもご家族でも、気
軽に楽しめる各種スクールとツ
アーを用意してお待ちしています。

鰹問 ＮＰＯ法人南富良野まちづくり
　観光協会 　　　　　拶３９‐７０００

占冠村

しむかっぷ村の春を満喫

　山菜の季節です！キレイな水と
澄んだ空気が育んだ、占冠のおい
しくてヘルシーな山菜を、ぜひご
賞味ください。
　５月２９日鰹日 には、道の駅で『し
むかっぷ山菜市』を開催予定。毎年、
採れたての山菜やギョウジャニン
ニクなどを販売しています。

鰹問 山菜を楽しむ会   　拶３９‐８７１１

今年の７月24日に、今までのテレビ放送（地上ア

ナログ放送）は終了します。

地上デジタル放送を受信するためには準備が必要

となりますが、準備はお済みですか？

■地上デジタル放送の準備とは？
　現在のテレビが「地上デジタル放送」を受信できない場合、「地上デジタル

放送」を受信できるテレビを準備するか、地上デジタルチューナーを利用し

て受信できるように整備する必要があります。

　新しくテレビを買いかえる人は？

　　購入のときに「（地上）デジタルテレビ」と指定して買いましょう。

　今のテレビを引き続き使いたい人は？

　　お手持ちのテレビに「地上デジタルチューナー」をつけましょう。

■「地上デジタルチューナー」購入の支援制度について
　生活保護世帯や、世帯全員が市民税非課税の場合、国の支援制度がありま

すので利用ください。くわしくは企画振興課（拶３９－２３０４）へ。

■テレビを地デジ対応にしたが、受信できない場合には？
　現在、地デジが受信できない地域が判明しています。これらの地域では一

時的に衛星放送で東京から送信された地上デジタル放送電波を受信する整備

を実施しています。

　地デジ改修をしても受信できない場合には、電波の状況が悪いケースや、

アンテナや室内配線などに問題があることも予想されますので、お早めに電

気店に相談するか、企画振興課までご連絡ください。

【地上デジタル放送の受信に関する問合せ】

　　★市役所では地デジに関する相談を受け付けています

　　　企画振興課企画振興係 拶３９－２３０４（平日８時３０分～１７時１５分）

　　★地上デジタル放送に関する国の問合せ

　　　デジサポ道北（総務省北海道北テレビ受信者支援センター）　

　　　拶０１６６－３０－０１０１（平日9時～21時、土日祝日9時～18時）

地デジであなたをだます詐欺にご注意ください！
　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その関係機関がお金を請求することは

一切ありません。このような請求を受けたときは、すぐには支払わず、総務

省地デジコールセンター（拶0570－07－0101）か、お近くの警察署または

市役所などへ相談ください。

テレビについての
大切なお知らせです！

ここに『アナログ』と出ている

テレビは、そのままでは地デジ

が見られません。

鰹問 企画振興課　拶３９－２３０４



「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・

工作など）を募集しています。自薦・他薦は問いませ

んので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

「プリザーブドフラワーの
フラワーアレンジメント」

石川  祥子  さん（下御料）
さちこ

短大の園芸科で習い、興味

を持ちました。一作品、１

時間ほどでつくりあげます。

秋頃には、家族に手伝って

もらい、家の周りに落ちて

いる枯れ枝や木の実を拾い

集め、作品に使っています。

■今回、取材をさせてもらった幼児の読書を推
進する『ブックスタート』（表紙写真）。穴の開
いた絵本、布製の絵本…。今、絵本は幼児が興
味を持つような工夫がいっぱいです。また、親
子のコミュニケーションの手段として活用され
ているようです。しかし、生後７カ月で本デ
ビューとは。どんな子に育つのかなぁ。（し）

発行/富良野市

編集/総務部企画振興課広聴広報係

〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

富良野市ホームページ
http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

広報ふら広報ふらのの  平成23年５月号  №596

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
　５月２８日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送

災害時には、市とラジオふらのとの協定により災害情
報が流されます。

今月のラジオ広報

お知らせ版５月号は　５月１２日鰹木 　
広報ふらの６月号は　６月１日鰹水 　

発行です。
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編集

後記

■東日本大震災の影響を受け、富良野も含め各
地で観光客が激減していると聞きます。仕方の
ないこととは思いますが、自粛ムードが続くと
全国みんなが元気を失うかもしれません。ゴー
ルデンウィーク間近、私は、少しでも富良野が
そして日本が元気になるように、できるだけ休
んで、できるだけお金も使おうと思います。（う）


